
プライバシー影響評価（Privacy Impact Assessment）の概要

パーソナル情報を取得・利活用する
先端的サービス*の拡大

*AI防犯カメラ、市民向けサービスを展開するアプリ、
データ連携基盤など

パーソナル情報に対する
消費者・利用者の
懸念や意識の高まり

プライバシー影響評価（Privacy Impact Assessment）

プライバシーリスクの
洗い出しと低減

消費者・利用者への
透明性のある説明

サービス利用への
「安心」の提供

※パーソナル情報とは、個人情報を含む、個人に関するあらゆる情報を指す。

■PIAに関する国際標準（ISO_IEC_29134_2017）や日本工業規格（JISX 9251：2021）、
海外でスマートシティを推進している自治体での取り組み事例、世界経済フォーラム（GSCA）のPIAモデルポリシー、
保険会社としてのプライバシー情報の管理手法等を参考とし、PIAの推進に資する手法を整備しています。

■事業者や自治体、それぞれのニーズに応じて、PIAの導入から施工・改善まで一気通貫のご支援をいたします。

東京海上グループのプライバシー影響評価（PIA)



プライバシー影響評価（PIA）受託実績

採択事業の内容

令和５年度内閣府スーパーシティ調査事業において、当社を代表企業としてPIAを実施しました。

東京海上グループでは、国・自治体・民間企業からのPIA事業受託実績があります。
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